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中学校給食センター整備事業の進捗状況について
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町田市の輝く未来の実現に向けて全力！

副市長………工事開始時期は、町田忠生小山エリア、鶴川エリ
アは2023年12月、南エリアは、2024年2月を予定している。　
また、堺エリアのゆくのき学園給食室は、2024年の夏休みに改修
予定となっている。

2025年度までに順次、中学校全員給食を実現していく。

加藤真彦………鶴川エリア給食センターで整備
予定の多目的室はどのように活用していくのか。

学校教育部長………鶴川エリア給食センターの2階に、キッ
チン付の多目的室を整備することを予定している。この多目的室
は、健康増進と世代間交流を図ることを目的に食育講座、料理教
室や学校給食を食べる機会を設けるなど、食に関する学び・体験
の機会を提供することで、地域に暮らす幅広い世代が食をテーマ
にした多様な健康づくりの活動につなげられると考えている。

北部・農政担当部長………町田市農業振興補助事業は
対象者の範囲が幅広く、申請者も多く、認定農業者の改善計
画どおりに設備投資や機器の購入が進まないこともあった。

そのため、2024年度実施分から補助対象者を認定農業者と新たに
農業経営を開始してから5年以内の認定就農者とする補助要綱の改
正を行い、認定農業者に対する効果的な支援を行うこととした。

時代に則した支援内容にするため、ICT技術を活用したスマート
農業に必要な設備・機器を追加する予定。今後は認定農業者の農
業経営改善計画及び認定就農者の青年等就農計画を基に事業を進
めていくため、補助待ちの状況は改善されると考えている。

農作業効率化のため、生分解性マルチの補助拡充を

加藤真彦………生分解性マルチは、準備段階までは
ポリマルチと同様だが、収穫後に処分する必要がない。

圃場にすきこむことで土中の微生物の働きで水と二酸化炭素に　
分解されるため作業効率化を図れる。環境負荷低減の観点からも
生分解性マルチ購入への支援は今後必要になっていくと考える。

まずは使用している認定農業者の数等、実態把握に努め、必要性
に応じて補助制度もつくるべきだと考えるがどうか。

北部・農政担当部長………ご指摘のとおり、今後必要にな
る支援であるため、実態調査を実施していく。国の「みどりの食
料システム戦略」における環境負荷低減は必須であり、国全体と
して必要性は高まってくることが考えられる。新たな補助制度の
創設については、今後の国や都の動向を注視し、検討していく。

金井スポーツ広場の今後の利用について

加藤真彦………金井スポーツ広場は、地域交流の場として　
イベント開催時には多くの人が集まる広場である。日中の利用　
以外にも、盆踊りやどんど焼きなどの夜間利用もある。夜間利用
についても従来どおり利用可能であるか伺う。

学校教育部長………金井スポーツ広場のグラウンドは地域の
方にご利用いただいている。事業実施においては十分配慮し、ス
ポーツ利用と同様、従来どおりご利用いただける様にしていく。

学校給食の市内産農産物利用拡大について

学校教育部長………JA町田市から助言を受け、中学校給食セ
ンターで使用する食材は、各月に採れる旬の野菜13種類を選定し
た。小中学校給食で使用する市内産農産物は同じ規格とする。

また、各月の献立に基づいた野菜の種類及び使用量を定めた年間
計画を市が作成して、農家の方々にお示しし、この年間計画に基
づき、計画的に作付けしていただけるものと考えている。　　　
　市が作成した年間計画に基づいて農家の方々が計画的に生産さ
れる農産物については活用する予定。

農家の方の負担を軽減できるように、各中学校給
食センターには地場産農産物を保管できる冷蔵庫
を設置予定。これにより、前日の納品が可能とな
り、市内産農産物を活用しやすくできる。

市内産農産物をこれまで以上に学校給食に活用できるよう、　　
JA町田市、関連部局と連携して取り組んでいく。

町田市農業振興補助金の要綱の改正内容とスムーズな給付を
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FC町田ゼルビアJ1昇格による地域経済活性化を

経済観光部長………ホームゲームでの地域経済活性化につい
て、ビジターサポーターに対しては、町田市の魅力を積極的に発
信していく。年間を通じた機運醸成を行うことにより、市内消費
の拡大に結び付けていけるよう検討を進めている。

具体的には、ＦＣ町田ゼルビアがＪ１リーグを戦うにあたり、こ
れまで以上にビジターサポーターの来訪が見込まれる。町田市内
で観光や飲食を楽しんでいただけるようなプロモーションを実施
できるよう検討を進めている。

また、ＦＣ町田ゼルビアと町田商工会議所などの地域
経済団体と市が連携して、市内経済を循環させ、市内
消費の拡大に結び付ける方策の検討を進めている。

第 4回定例会（R5.12）

令和5年９月、12月の町田市議会定例会で、自由民主党会派の一員として一般質問に立ち、町田市が抱える様々な課題について要望を訴えました。内容を要約して特集します。

また、ＦＣ町田ゼルビアと町田商工会議所などの地域
経済団体と市が連携して、市内経済を循環させ、市内

裏面に続く
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●野津田町在住／1987年1月19日／野津田町生まれ ●鶴川若竹幼稚園／鶴川第一小学校(少年野球チーム〝イーグルスターズ〟所属)／
日本大学第三中学校(軟式野球部)／山梨学院高校(硬式野球部)／神奈川工科大学(中退) ●元町田市農協職員／元同野球部監督
【地域活動】町田市消防団第三分団第三部団員／(一社)町田青年会議所防災委員会 委員／通学路安全運転呼びかけ隊(綾部交差点)
【資格】AFP(日本FP協会認定)／(公財)日本スポーツ協会公認スポーツ指導者軟式野球コーチ ●2022年町田市議会議員選挙で初当選
●自由民主党会派 ●議会運営委員会 委員 ●総務常任委員会 委員 ●災害対策委員会 委員 ●町田市議会改革調査特別委員会 委員
●町田市バドミントン連盟 副会長
●町田市少年少女バレーボール協会 副会長

加藤真彦事務所

チーム〝イーグルスターズ〟所属)／
元町田市農協職員／元同野球部監督

町田青年会議所防災委員会 委員／通学路安全運転呼びかけ隊(綾部交差点)
年町田市議会議員選挙で初当選

町田市議会改革調査特別委員会 委員
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加藤真彦は、地域の安心
安全を守るため、児童の
見守り活動をしています。

皆様のご意見・ご要望をお寄せ下さい。

令和6年 新春号〈2〉

野津田公園周辺の渋滞対策を求める

加藤真彦………FC町田ゼルビアのJ1昇格に伴い、野津田公園
周辺道路の更なる渋滞が見込まれる。現在、市で行っている事業
内容と比較的時間のかからないソフト対策をできないか。

道路部長………小野路交差点東側は「みちづくりまちづくり
パートナー事業(都の制度)」を活用した交差点改良事業を進行中。
芝溝街道の未整備区間は、早期着手や整備促進を東京都南多摩東
部建設事務所に要請し、進捗状況の情報共有している。Jリーグ
試合終了後、特に野津田公園北交差点から小野路交差点に向かう
渋滞が激しい。ソフト対策は、野津田公園東駐車場からの車両を
左折誘導し、小野路交差点へ向かう交通量の抑制策を検討中。

加藤真彦………周辺住民は、Jリーグ開催時の混雑時には外出
しないなど生活を制限している。そのような市民がいることも認
識していただき、できる限りの対策を行って欲しい。渋滞対策と
しては、野津田高校のスペースを利用した、バスの分散乗車を行
うことも可能なため、周辺を調査し渋滞対策を検討して欲しい。

国勢調査結果による“町田市新たな学校づくり推進計画”への影響は

教育長………国からは、2020年の国勢調査結果を受けた、   
区市町村別の将来人口推計は2023年中に公表する予定であると
伺っている。この公表結果を受け、町田市の児童・生徒を対象と
した、小・中学校の学区域別の、新しい2040年度までの将来人口
推計を作成したいと考えている。この新しい児童・生徒数の推計
結果と合わせて、「さらなる木材利用の可能性の検討」や「既存
校舎の劣化状況調査」などを行い、2024年度中に点検し、必要に
応じて「町田市新たな学校づくり推進計画」で示した統合時期や
通学区域変更時期を修正したいと考えている。

考え方で進めるのではなく、地域にとって何が本当に必要なの
か、何を望んでいるのか地域の声を聞いてよく見定めて欲しい。

政策経営部長………新たな学校づくりに伴い、統合で生じる
学校跡地の多くが住宅に囲まれており、敷地面積は13,000㎡
を超えており、その活用が地域に与える影響は大きい。

学校が地域の皆様にとって、思い出や愛着のある施設である事は
承知している。だからこそ公共的・公益的な活用、民間活力の活
用も含め、様々な視点で跡地活用の検討を行う事が必要である。

学校跡地活用の検討は、周辺にお住いの方をはじめ地域で活動し
ている団体など、より広く、多くの方からご意見を伺いながらそ
れぞれの地域にとって、最適な活用について検討を進めていく。
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多くの市民の皆様からのご要望を実現・改善しました。多くの市民の皆様からのご要望を実現・改善しました。
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新たな学校づくりに伴い、統合で生じる

学校が地域の皆様にとって、思い出や愛着のある施設である事は
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側溝への転落防止対策
【野津田地区】1
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川島入口バス停の整備
【野津田地区】

before

after

樹木の剪定及び除草
【小野路地区】

before

after

宿通りの横断歩道の
塗り替え【小野路地区】

before

after

樹木の剪定
【山崎町】5

before

after

歩道の整備
【金井地区】

加藤 真彦

学校再編後の跡地活用について
加藤真彦………学校は教育活動のみでなく、避難施設や地域
活動など、各地域の実情に応じた様々な用途に活用され、地域の
方々にとって身近な場所として多くの役割を担っている。地域毎
に、求められる機能やニーズに違いがあると考えるが、統一的な
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見守り隊で子供たちの
安全安心を守り抜く !!76 ※発行現在、沢山のご要望

をいただいておりますが、
スペースの都合上今回は一
部抜粋して掲載してます。

加藤真彦は、小倉まさのぶ
衆議院議員、星だいすけ都
議会議員と連携して町田市
が抱える様々な要望にお応
えしてまいります。

どんなことでもまずはお気
軽にご相談下さい !

加藤真彦の日々の
活動はこちらから


